
     
 

         

   

         

過
去
の
地
震
・
水
害
・
土
砂
崩
れ

な
ど
を
掲
載
し
た
ハ
ザ
ー
ド 

マ
ッ
プ
の
作
成
を 

 

大
波
質
問 

西
日
本
豪
雨
で
広
島
県
内

の
１
０
１
カ
所
で
、
２
０
０
年
に
１
度

の
確
率
と
さ
れ
る
大
量
の
雨
量
が
記
録 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
充
実
で 

子
育
て
世
帯
の
支
援
を 

大
波
質
問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
）
と
は
、
共
働
き
、
ひ
と
り
親
の

小
学
生
の
放
課
後
の
生
活
を
保
障
し
、

親
の
働
く
権
利
と
家
族
の
生
活
を
守
る

と
い
う
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
童

保
育
で
過
ご
す
時
間
は
、
学
校
よ
り
長

く
年
間
約
１
６
５
０
時
間
で
す
。
安
全

で
安
心
感
の
あ
る
生
活
を
保
障
す
る
保

育
の
役
割
と
責
任
は
、
た
い
へ
ん
重
く
、

親
と
同
じ
優
し
さ
を
持
ち
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
能
力
を
ど
の
よ
う
に
伸
ば

し
、
親
の
多
様
な
要
求
に
応
え
て
い
く 

の
か
、
資
質
の
す
ぐ
れ
た
指
導
員
が
必 

  

さ
れ
ま
し
た
。
気
象
庁
の
予
報
官
は
「
起

こ
る
は
ず
の
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
地
球
温
暖
化
が
進
行
し
、

大
雨
や
顕
著
な
高
温
が
将
来
も
ふ
え
る

と
予
想
さ
る
」
と
説
明
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
市
民
に
ど
れ
だ
け
認
識
さ
れ
て
い

た
の
か
疑
問
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
は
、
豪
雨
や
強
風
、
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
に
対
す
る
被
災
想
定
区
域
等
を
表

示
し
た
地
図
で
す
。
科
学
的
で
総
合
的

な
調
査
に
よ
る
最
新
の
重
要
情
報
、
過

去
の
情
報
を
集
約
し
載
せ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
浸
水
想
定
区
域

の
住
民
へ
の
周
知
を
徹
底
す
べ
き
で

す
。
岐
阜
県
可
児
市
は
木
曽
川
の
南
岸

に
位
置
し
、
１
９
８
３
年
に
大
規
模
な 

  

 

 

要
で
す
。
ま
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

単
な
る
子
ど
も
の
預
け
先
で
な
く
、
学

校
教
育
の
成
果
を
高
め
る
場
と
し
て
の

整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

市
答
弁 

こ
こ
で
の
経
験
は
、
成
長
に
大 

き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
子
ど
も
た 

  

災
害
が
あ
り
、
市
内
の
１
３
４
自
治
会

全
部
に
、
市
と
協
働
で
「
我
が
家
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
大
和

市
に
も
「
防
災
マ
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す

が
、
情
報
が
非
常
に
取
り
に
く
い
で
す
。 

熊
本
県
地
震
の
人
的
被
害
の
死
者
は

２
６
７
名
で
、
そ
の
う
ち
、
直
接
地
震
等

に
よ
る
死
亡
は
５
０
人
、
震
災
関
連
死

は
２
１
２
名
で
４
倍
の
数
で
す
。
災
害

時
避
難
所
の
生
活
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

等
が
不
十
分
な
た
め
、
体
調
を
崩
す
ケ

ー
ス
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
快
適
性
の
配
慮
等
改
善
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

市
答
弁 

本
市
は
新
た
な
浸
水
想
定
区 

域
を
載
せ
た
防
災
マ
ッ
プ
を
今
年
度
中 

ち
の
目
線
に
立
っ
て
快
適
さ
や
安
全
性

を
配
慮
し
た
施
設
の
整
備
に
努
め
、
保

育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
待
機

児
童
を
出
さ
ず
に
、
全
て
の
児
童
を
受

け
入
れ
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
支
援

員
は
、
県
の
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
研
修
の
受
講
に
加
え
、
市
独
自
の

倫
理
研
修
や
障
害
児
へ
の
理
解
と
対
応

を
学
ぶ
研
修
を
開
催
し
、
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
。 

大
波
意
見
要
望 

学
校
か
ら
家
に
帰
っ

て
も
、
家
族
が
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が

多
数
い
る
中
、
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
力
を
注

い
で
ほ
し
い
。 

  

に
更
新
、
全
戸
配
付
す
る
。
防
災
マ
ッ
プ

の
紙
面
が
Ａ
１
判
の
た
め
、
物
理
的
な 

制
約
が
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地

図
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
、
地
図
を
拡
大
し

て
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

大
波
意
見
要
望 

 

避
難
所
に
は
必
ず

医
者
・
看
護
師
・
職
員
・
警
察
官
を
配
置

す
る
必
要
が
あ
り
、
人
権
法
・
難
民
法
の

規
定
を
含
ん
で
い
る
国
際
的
な
「
ス
フ

ィ
ア
」
基
準
を
目
標
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 
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シ
リ
ウ
ス
の
図
書
館
を
も
っ
と

使
い
や
す
い
機
能
充
実
を 

 

大
波
質
問 
公
立
図
書
館
は
、
住
民
の

要
求
・
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
の
住
民
の

意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
機
関
で
す
。
年
次
計
画
策
定
か

ら
、
日
常
の
図
書
館
活
動
の
企
画
に
つ

い
て
も
、
住
民
の
参
加
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
図
書
館
と
市
民
の
か
か
わ
り
合
い

と
し
て
、
図
書
館
協
議
会
が
活
用
さ
れ

る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
図
書
館
で
調
べ
た 

も
の
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
記
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
図
書
館
に
は

最
低
１
２
の
電
源
の
あ
る
閲
覧
席
が
あ

り
ま
し
た
が
、
シ
リ
ウ
ス
の
図
書
館
の 

無
料
閲
覧
室
に
は
電
源
が
な
く
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
自
由
に
使
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
図
書
館
は
大
人
気
で
、
毎
日
席
が

満
杯
で
す
。
開
館
時
間
を
延
長
し
て
、
利

用
時
間
を
長
く
で
き
ま
せ
ん
か
。 

市
答
弁 

シ
リ
ウ
ス
は
開
館
か
ら
２
年 

た
た
な
い
７
月
７
日
に
は
、
累
計
来
館

者
数
が
５
０
０
万
人
を
越
え
、
多
く
の

市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
図
書
館
は
静
か
に
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
会
話
や
飲 

み
物
を
許
容
し
、
子
ど
も
の
フ
ロ
ア
を

別
に
設
置
し
、
図
書
館
界
に
一
石
を
投

じ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
９
０
０
を
超
え

る
閲
覧
席
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
有
料 

の
２
階
の
市
民
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
電
源

コ
ン
セ
ン
ト
を
用
意
し
た
。
差
別
化
を 

図
る
意
味
で
も
、
無
料
閲
覧
席
へ
の
設 

置
は
考
え
て
い
な
い
。
来
館
者
の
多
い

日
は
、
満
席
の
状
況
で
、
段
階
的
に
閲
覧

席
を
増
設
し
て
き
た
。
開
館
時
間
の
拡

大
は
、
人
員
配
置
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

体
制
の
整
備
な
ど
課
題
が
あ
り
、
実
現

は
難
し
く
、
今
後
も
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。 

大
波
意
見
要
望 

シ
リ
ウ
ス
は
日
本
一

の
入
場
人
数
で
す
。
内
容
も
日
本
一
の

運
営
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

子
ど
も
た
ち
に 

食
の
基
本
で
あ
る
安
全
を 

 

大
波
質
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食
を
取
り
巻
く
情
勢
で
す

が
、
種
子
法
の
改
定
で
、
よ
り
一
層
、

食
の
安
全
の
悪
化
に
つ
な
が
り
、
水
道

法
も
今
、
改
正
し
た
い
と
、
７
月
６
日

に
衆
議
院
を
通
過
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
、
官
民
連

帯
方
式
と
呼
ば
れ
、
施
設
の
所
有
は
、

自
治
体
に
残
し
て
、
実
際
の
運
用
は
民

間
が
行
う
こ
と
で
す
。
遺
伝
子
組
み
か

え
食
品
は
、
遺
伝
子
組
み
か
え
作
物
を

使
用
し
て
加
工
さ
れ
た
食
品
で
す
。
現

在
、
日
本
で
は
、
遺
伝
子
組
み
か
え
飼

料
を
使
っ
た
、
鳥
、
豚
、
牛
の
肉
を
食

べ
て
い
ま
す
が
、
遺
伝
子
組
み
か
え
の

飼
料
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
表
示
の
必

要
が
な
い
の
で
す
。
加
工
食
品
も
重
量

比
の
３
番
目
以
下
は
表
示
を
し
な
く
て

も
い
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は

遺
伝
子
組
み
か
え
穀
物
が
輸
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
が
許
可
し
て
い
る
も
の

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
菜
種
、

綿
実
等
の
８
品
目
で
す
。
こ
れ
ら
は
ほ

と
ん
ど
加
工
品
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
ほ
ど
注
意
し
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ

ん
。
遺
伝
子
組
み
か
え
食
品
は
、
日
本

の
社
会
の
中
に
完
全
に
組
み
込
ま
れ
て

い
て
、
分
別
・
生
産
・
流
通
・
管
理
が

正
し
く
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
遺
伝
子

組
み
か
え
農
産
物
の
混
入
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
食
料
の
日
本
に
お
け
る
自
給

率
が
３
８
％
で
し
か
な
く
、
最
近
は
ど

ん
ど
ん
外
国
か
ら
野
菜
、
果
物
等
が
輸

入
を
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
は
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
摂
取
し
て
い
ま
す
の

で
、
せ
め
て
学
校
給
食
は
、
市
内
農
家

と
連
携
し
て
有
機
農
法
野
菜
の
供
給
を

受
け
る
こ
と
を
、
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

市
答
弁 

本
市
の
学
校
給
食
に
お
け
る

食
材
は
、
本
市
独
自
の
学
校
給
食
物
資 

品
質
基
準
に
基
づ
き
、
遺
伝
子
組
み
か

え
で
な
い
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
食

材
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
仕
様
書
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
産
地
証
明
書
や
抗

体
検
査
結
果
を
確
認
す
る
な
ど
、
適
切

に
行
っ
て
い
る
。
市
内
農
家
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
単
独
調
理
校
は
近
隣
の

農
家
か
ら
直
接
、
ま
た
、
給
食
調
理
施
設

全
体
で
は
、
さ
が
み
農
業
協
同
組
合
の

協
力
を
得
て
、
地
場
産
の
野
菜
な
ど
の

提
供
を
受
け
て
お
り
、
生
産
者
の
顔
が

わ
か
る
安
全
安
心
な
食
材
を
給
食
に
活

用
し
て
い
る
。
市
内
農
家
と
連
携
し
、
学

校
給
食
に
使
用
す
る
全
て
の
野
菜
を
有

機
農
法
野
菜
と
す
る
こ
と
は
、
出
荷
量

や
価
格
な
ど
の
面
か
ら
、
条
件
を
満
た

す
こ
と
は
難
し
い
。 

大
波
意
見
要
望 

農
薬
の
残
留
期
限
が

緩
和
さ
れ
、
輸
入
野
菜
・
果
物
の
農
薬
汚

染
は
深
刻
で
す
。
３
歳
児
検
診
の
尿
検

査
で
、
農
薬
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
検
出
さ

れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
安
全
な
食
品

を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
、
一
層
の
努
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

      

 

子どもたちに安全な給食を 

電源があったらいいな 


